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奈
良
と
薬
草

参考文献……『丹生都比売 梨木香歩作品集』（梨木香歩：著、新潮社、2014）、『森野旧薬園と松山本草　薬草のタイムカプセル』大
阪大学総合学術博物館叢書 7（高橋京子・森野てる子：著、大阪大学出版会、2012）、『奈良のくすりのプロフィールⅡ』（奈良県、2014）
写真提供……奈良県

注２：「大和当帰」　用途：精油（リグスチリド等）を含み、漢方処方薬として、補血、強壮、鎮痛、鎮静などの目的で、婦人薬、冷え
性用薬、保健強壮薬、精神神経用薬、尿路疾患用薬等の処方に高頻度で配合。「当帰芍薬散」「捕中益気湯」「十全大補湯」「四物湯」と
いった漢方薬に使われている

注１：「薬猟」……わが国最初の薬猟の記録は『日本書紀』六一一年五月条「夏五月の五日に、菟田野に薬猟す」。男性は薬効のある鹿
の角をとり、女性は薬草を摘んだという
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0     奈良と薬草

1     もくじ

 ・大和北部八十八ケ所霊場巡礼とは？

 ・現代のパイオニア　京本勝弘さん

 ・ブログや SNS を活用　銀とき子さん

 ・伝統ある巡礼を新しい手法で地域活性化につなげる

金原薫さん / 平山豊さん / 住田幸一さん

2     リヴァイヴァル！ザ・大和北部
　    八十八ケ所霊場巡礼

農業生産法人有限会社ポニーの里ファーム
統括マネージャー　保科政秀さん

26   大和当帰のこと
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題字
紫舟

大和当帰の「葉」と「根」　 　葉は加工品に、根は漢方薬に。根は大きいもので全長約 20 ㌢

34　平城宮跡の顕彰と保存に生涯を捧げた　
        棚田嘉十郎

・ライフヒストリー
・平城宮跡保存の立役者 棚田嘉十郎の足跡をたどる

た な だ  か じ ゅ う ろ う

14　大和の廃寺を巡る記
客養寺（隔夜寺）/ 眉間寺 / 超昇寺（超勝寺）

大御輪寺 / 柿本寺 / 内山永久寺 / 

高天寺 / 在原寺と筒井筒 / 片岡清水明王院

きゃくようじ かくやでら み け ん じ ちょうしょうじ

お お み わ で ら かきのもとでら うちやまえいきゅうじ

たかまでら ありわらでら つついづつ かたおかしみずみょうおういん

　「
も
う
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
ご
ざ
い
ま
す

よ
。
今
、
薬
湯
と
粥
を
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
」

　
小
説
家
梨
木
香
歩
の
作
『
丹
生
都
比
売
』

の
一
文
で
す
。

　
主
人
公
は
草
壁
皇
子
（
六
六
二
　
六
八
九
）。

舞
台
は
、
壬
申
の
乱
（
六
七
二
）
に
よ
り
、
両

親
（
父
・
大
海
人
皇
子
の
ち
天
武
天
皇
、
母
・

鸕
野
讚
良
皇
女
の
ち
持
統
天
皇
）
と
と
も
に

行
幸
し
た
吉
野
宮
。
当
時
十
歳
に
も
満
た
な

い
草
壁
皇
子
は
病
弱
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
作
品
中
、「
吉
野
は
水
銀
の
採
れ
る
地
」

で
、「
当
時
、
水
銀
は
不
老
不
死
の
妙
薬
と

し
て
大
変
に
珍
重
」、「
吉
野
が
蘇
り
の
力
を

与
え
て
く
れ
る
場
所
」
で
あ
っ
た
と
の
描
写

や
、
い
に
し
え
人
が
楽
し
ん
だ
「
薬
猟
」

な
ど
、
薬
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
随

所
に
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
お
つ
ひ
め

み
ず
が
ね

く
す
り
が
り

注
１

な
し
き
か
ほ

く
さ
か
べ
の
み
こ

お
お
あ
ま
の
み
こ

う
の
の
さ
ら
ら
の
ひ
め
み
こ

文
：
宮
川
享
子
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
）

だ
ら
に
す
け

　
大
和
の
地
は
、
古
代
か
ら
く
す
り
の
原
料
・

生
薬
と
深
い
関
わ
り
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

東
大
寺
正
倉
院
に
残
る
二
十
一
の
漆
櫃
に
納

め
ら
れ
た
六
十
種
類
の
薬
。
七
三
〇
年
、

光
明
皇
后
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
施
薬
院
。
大

峰
山
・
役
小
角
が
始
祖
と
さ
れ
る
陀
羅
尼
助

な
ど
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
多
数
の
処
方
　
　
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
漢
薬
の
需
要
は
さ

ら
に
高
ま
り
、
中
国
か
ら
薬
用
植
物
の
種
苗

を
輸
入
す
る
一
方
、
幕
府
は
各
地
に
採
薬
師

を
派
遣
し
、
国
内
に
自
生
す
る
薬
草
木
の
調

査
・
採
集
・
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。『
大
和
志
』

（
一
七
三
六
年
）
に
よ
る
と
宇
陀
・
高
市
・
宇

智
・
吉
野
な
ど
で
、
地
黄
、
当
帰
、
人
参
、

大
黄
な
ど
が
産
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
写
真
は
『
大
和
当
帰
』

で
す
。
日
本
で

は
十
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
大
和
・
大
深
地
方

（
現
・
五
條
市
）
を
中
心
に
作
ら
れ
、
全
国

に
知
ら
れ
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

食
料
統
制
な
ど
に
よ
り
生
産
が
途
絶
え
ま
し

た
が
、
現
在
、
奈
良
県
内
の
農
業
家
の
間
で

再
び
栽
培
が
進
ん
で
い
ま
す
。

注
２

や
ま
と
し

や
ま
と
と
う
き

佐保川沿いの桜並木（巻末）
図書情報館前を流れる佐保川は、万葉集の詩歌
に詠まれるなど、いにしえより愛されてきまし
た。春日山原生林を源流に奈良市中心部を南西
に向かって流れています。川の中流、奈良市法
蓮町の下長慶橋から同市杏町の大和郡山市境ま
でのあいだ約 4.5 キロの堤には、ソメイヨシノ
約 1000 本もの桜並木が続き、桜の名所として
知られています。
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教える人　能楽大倉流小鼓方 久田陽春子さん

20   司書サイトーの能楽小鼓体験記　
        いにしえの音を奏でてみました。



   

大
和
北
部

   

八
十
八
ヶ
所

   

霊
場
巡
礼

リヴァイヴァル！ザ・

近
年
、
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
大
和

北
部
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」。
約
二
五
〇
年
前
に
始
ま
っ
た
と

伝
わ
る
こ
の
霊
場
に
、
い
ま
様
々
な
人
が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

観
光
や
地
域
の
元
気
づ
く
り
に
つ
な
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

文
・
写
真　
中
西  

玄
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
司
書
）



まずはキホン

大
和
北
部
八
十
八
ヶ
所

　
　
　
　
　
霊
場
と
は
？

　
明
和
年
間
（
一
七
六
四
〜
一
七
七
一
）
に
始

ま
っ
た
と
伝
わ
る
霊
場
。
第
一
番
大
安
寺
か
ら

第
八
十
八
番
久
米
寺
ま
で
の
霊
場
と
、
番
外
お

よ
び
別
格
霊
場
か
ら
構
成
。
幾
度
か
の
変
遷
を

経
て
、
現
在
は
番
外
が
東
大
寺
戒
壇
院
な
ど
三

札
所
、
別
格
が
法
華
寺
な
ど
三
札
所
、
さ
ら
に

奥
の
院
と
し
て
室
生
寺
が
指
定
さ
れ
、
全
部
で

九
十
五
札
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
地
域
活
性
化
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
予
感
さ
せ
る
こ

の
巡
礼
に
つ
い
て
、
満
願
し
た
人
、
巡
礼
中
の
人
、
諸
々

の
整
備
を
進
め
て
い
る
人
た
ち
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

注
１

写真は、当館が所蔵する
『大和北部八十八ヶ所巡拝
納経帖』。大正時代に川東
村 ( 現田原本町 ) の池田泰
山氏が巡礼したときの御
朱印帖です。変遷してい
るためいくつかの札所は
現在と異なり、また同じ
札所でも御朱印の違うも
のがあります　

京
本
勝
弘
さ
ん

   

大
和
北
部
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
礼

現
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア

リヴァイヴァル！
  ザ・

た
と
え
道
は
険
し
く
と
も…

…

。

　
桜
井
市
で
会
社
を
経
営
す
る
京
本
勝
弘
さ
ん
は
、
仏
教
伝
来
の
地
で

弘
法
大
師
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
奈
良
に
、
四
国
の
よ
う
な
巡
礼
は
な
い

も
の
か
と
常
々
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
時
、
あ
る
記
事
に

「
大
和
北
部
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」
の
文
字
を
発
見
！　
大
安
寺
頒
布
の

『
大
和
北
部
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
道
順
』
を
手
に
巡
礼
を
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
が
苦
難
の
始
ま
り
。
霊
場
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
い
住
職
も
多
く
、
廃
寺
や
無
住
寺
と
な
っ
た
札
所
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
心
が
折
れ
そ
う
な
状
況
で
も
、
粘
り
強

く
歩
を
進
め
る
の
が
京
本
さ
ん
。
事
務
局
で
あ
る
大
安
寺
と
都
度
連
絡

を
取
り
つ
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
巡
礼
を
続
け
、
少
し
ず
つ
道
を
拓
い

て
い
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
第
四
十
二
番
東
光
寺
。
訪
れ
て
み
る
と
無
住
寺
で
、
長
年

の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
廃
墟
の
よ
う
。
近
所
の
人
曰
く
「
集
落
の
檀
家
寺

で
は
な
い
が
、
本
山
は
京
都
の
醍
醐
寺
ら
し
い
」
と
の
こ
と
。
そ
こ
で

醍
醐
寺
に
赴
い
て
事
情
を
説
明
し
た
結
果
、
後
日
新
た
な
納
経
寺
を
定

め
た
と
の
連
絡
が
入
っ
た
そ
う
で
す
。

「この巡礼をきっかけに、
すべての寺院が活性化され
れば」と、三輪山をバック
に遠いまなざしの京本さん

最後に大安寺で押し
ていただく満願印

注
１
：
巡
礼
を
完
了
し
て
満
願
印
を
い
た
だ
く
こ
と
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ま
た
、「
仏
様
の
ご
縁
を
感
じ
た
」
と
い
う
不
思
議
な
出
来
事
も
。
第
三
十
三
番

根
聖
院
で
応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
住
職
が
、
後
日
再
訪
す
る
と
す
で
に
亡
く
な
ら
れ

て
お
り
、
ご
家
族
が
「
長
く
病
気
を
患
っ
て
い
た
が
、
た
っ
た
一
日
だ
け
元
気
な
日

が
あ
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
日
が
御
朱
印
を
い
た
だ
い
た
日
だ
っ
た
と
か
。

　
そ
の
ほ
か
、札
所
の
住
職
と
話
を
す
る
機
会
も
多
く
、「
苦
労
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
」

と
感
心
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
そ
う
い
う
方
々
と
出
会
え
た
こ
と
も
霊
場
巡
り

の
お
か
げ
と
京
本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
の
人
柄
ゆ
え
、
そ
の
後
も
ふ
と
し
た
き
っ

か
け
で
連
絡
を
も
ら
っ
た
り
、
今
も
お
つ
き
あ
い
の
続
く
住
職
が
何
人
も
。
中
に
は
、

自
ら
揮
毫
し
た
書
な
ど
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

白毫寺の宮崎快尭師から贈られた梵字拓本

御朱印や墨跡は実にさまざま。各札所の違いを楽しむのも巡礼の醍醐味
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、

仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て

サ
バ
イ
バ
ル
さ
な
が
ら

の
巡
礼
を
し
、
数
年
後

に
晴
れ
て
満
願
達
成
。

ち
な
み
に
、
前
述
の
東

光
寺
の
御
朱
印
は
醍
醐

寺
の
住
職
が
本
山
と
し

て
代
筆
し
て
く
れ
た
も

の
。
ま
た
、
第
二
十
三

番
札
所
の
御
朱
印
が
現

在
の
常
光
寺
で
は
な
く

元
の
秋
篠
寺
で
あ
る
な

ど
、
京
本
さ
ん
の
御
朱

印
帳
は
完
全
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
非
常
に
レ
ア
度
の

高
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
や
は
や
、
レ

ジ
ェ
ン
ド
と
い
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　　
艱
難
辛
苦
の
末
に
全
霊
場
を
巡
っ
た
京
本
さ
ん
は
、
今
後
巡
礼
す
る
人
の
助
け
に

な
れ
ば
と
お
手
製
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
。
不
明
な
点
は
図
書
情
報
館
を
は
じ
め

各
地
の
図
書
館
で
調
べ
、
最
終
的
に
は
各
札
所
に
原
稿
を
確
認
し
て
も
ら
う
ほ
ど
の

徹
底
ぶ
り
。
目
下
、
活
用
方
法
を
模
索
中
と
の
こ
と
で
す
。

京本さん自作のガイドブックページ。充実した内容に、いくつもの札所から「出版を」と言われているのだとか

か
ん
な
ん
し
ん
く
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　結婚を機に奈良県民となった銀とき
子さん ( ハンドルネーム ) は、夫婦で
お寺巡りをしている最中にこの霊場を
知り、2009（平成21）年に巡礼を開始
しました。情報が乏しいため、やはり
ずいぶんと苦労をしているそうです。
　銀さんは、巡礼の記録をブログに綴
り、札所までの道の勾配や目印などの
情報を発信しています。ときには、ツ
イッターでつぶやくことも。するとそ
れを見た人から、普段は無住の札所で
催される行事といった関連情報をメー
ルでいただいたり、不在であることが
多い札所に訪問の話をつけてもらえた
こともあったのだとか。Webを利用し
て情報発信することで、結果として巡
礼がよりスムーズにできているという
実感があるとのこと。まさに、情報が
情報を呼ぶシナジー効果ですね。
　ただ、今はまだマニアックな巡礼な
ので、一見すると入りにくそうなお寺
があるのも事実。でも、札所というこ
とで心のハードルが下がるそうです。
しかも、参拝者があまり訪れないお寺
では予想以上に歓迎されることもよく
あり、とてもうれしいと銀さんは話し
ます。

ブ
ロ
グ
や        

を
活
用

S
N
S

銀
と
き
子
さ
ん

   

大
和
北
部
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
礼

リヴァイヴァル!

   ザ・

ブログや SNS の情報は、いわば
最新の巡礼ガイド。賽銭泥棒の情
報をキャッチして注意喚起したこ
とも

御朱印帳を手に持つ銀さん。大安寺の
笹酒祭りの時に最新版の『大和北部八
十八ヶ所霊場巡拝道順』をもらうのが、
ここ数年の恒例行事だそう

　そもそも、奈良に移り住んでか
ら観光として着物でお寺などに行
くのが楽しくて、続けているうち
にディープなハマり方になったと
のこと。またそこには、銀さんが
“追っかけ” を自認する帝塚山大学
の西山厚教授の存在も大きいそう
です。というのも、正倉院に関す
る講義を聞いたのをきっかけに、
同教授の講座などを受けるように
なり、仏教や仏像への興味と知識
が深まっていったのだとか。
　着物コンサルタントをしつつ、
自作の天平衣装などでイベント参
加にも積極的な銀さん。この巡礼
はライフワークであるものの、仕
事のかたわらなのであくまでもマ
イペース。でも、あと少しで満願
するそうです。時間をかけた分、
喜びもひとしおのはず。

リヴァイヴァル!

   ザ・

   大和北部八十八ヶ所霊場巡礼

伝統ある巡礼を新しい手法で
地域活性化につなげる
金原薫さん / 平山豊さん / 住田幸一さん   

左から住田さん、金原さん、平山さん

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

達
成
率
一
二
六
％
！

　
奈
良
で   　
　

 （
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝
情
報
通
信
技
術
）
を
利
用
し
た
ま
ち
お

こ
し
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
金
原
薫
さ
ん
は
、
こ
の
霊
場
巡
り

を
「
奈
良
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
直
感
し
、
金
融
機
関
職
員

で
満
願
経
験
者
の
平
山
豊
さ
ん
と
出
版
社
社
長
の
住
田
幸
一
さ
ん

と
と
も
に
、
専
用
の
御
朱
印
帳
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
た
め
の

資
金
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
集
。
新
聞
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
無
事
に
目
標
額
を
達
成
し
ま
し
た
。

I
C
T
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クラウドファンディングは昨年 8 月 8 日に開始 ( 八十八ヶ所だけに！ )。募集期間が過ぎた今も、
問い合わせや応援メッセージをたくさんいただくそうです

　
今
回
作
成
す
る
御
朱
印
帳
は
、
写
真
の
と
お
り
親
し
み
の
あ
る
デ

ザ
イ
ン
。
た
だ
、
御
朱
印
集
め
を
目
的
に
し
て
し
ま
う
と
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
化
し
て
伝
統
が
廃
れ
て
し
ま
う
危
惧
が
あ
る
と
金
原
さ
ん

は
言
い
ま
す
。
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
が
続
い
て
き
た
の
は
、
や
は

り
人
々
の
願
い
が
あ
る
か
ら
。
奈
良
で
も
同
じ
よ
う
に
根
付
い
て
ほ

し
い
と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
「
信
仰
か
ら
ブ
レ
な
い
よ
う
に
」
と
、

霊
場
を
知
っ
て
も
ら
え
る
内
容
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

写真は御朱印帳のサンプル。実物の前表紙に
は、大安寺の河野貫主が揮毫した外題（表題）
がつきます

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」

新
展
開
企
画
中
。

　
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
書
店
で
も
販
売

す
る
と
の
こ
と
。
ま
た
御
朱
印
帳
も
、
今
回
の
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
支
援
者
用
で
す
が
、
販
売
用
の
も
の
も
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
て
作
成
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

プロモーションの一環として、「ならどっと FM」で各札所の住職
が数珠つなぎでゲスト出演する番組『大和北部八十八ヶ所霊場を
訪ねて』を放送

　
大
和
北
部
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
り
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
巡
礼
。

し
か
し
今
こ
の
霊
場
の
話
を
す
る
と
、
相
手
が
奈
良
の
人
で
も
、
巡
礼
ブ
ー
ム
に

乗
っ
て
に
わ
か
に
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
な
の
で
、
ま
ず

は
地
元
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
実
際
に
巡
礼
し
て
い
る

人
々
も
、
今
は
暗
中
模
索
に
近
い
状
態
。
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
情
報
の

ど
れ
が
正
し
く
、ま
た
ど
れ
が
最
新
な
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
で
、

三
人
は
現
在
、
こ
の
霊
場
巡
り
の
普
及
と
定
着
を
目
的
と
し
た
新
た
な
組
織
作
り

を
進
行
中
で
す
。
た
だ
し
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
で
は
な
く
、各
札
所
公
認
の
も
の
。

最
新
で
公
式
な
情
報
を
集
め
、
最
大
限
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
や
る
べ
き
こ
と
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
収
録
し
て
い
な
い
周
辺
情
報
な
ど
も
カ
バ
ー
し
た
い
と
の
こ
と
。

ま
た
、
札
所
へ
の
道
標
の
整
備
な
ど
も
必
要
で
す
。
あ
と
は
、
ど
う
情
報
を
広
げ

て
い
く
か
。
行
政
の
協
力
が
必
須
の
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
み
ん
な

で
育
て
な
け
れ
ば
と
、ま
ず
は
地
元
ラ
ジ
オ
局
で　
　
番
組
を
開
始
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、

ツ
ア
ー
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
企
画
中
だ
と
か
。
こ
れ
か
ら
の
展
開
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

P
R

図書情報館には
こんな資料も！

『大和北部八十八ヶ所御詠歌』
1924( 大正 13) 年 5 月

   2009( 平成 21）年に第29番札所の
極楽寺が復刻した御詠歌集です。巻
末に、池田屋六兵衛 (前述 )の遠祖・
竜見仙太郎が刊行した旨記されてい
ます。中身を見ると、なぜかご本尊
が現在と異なる寺院がいくつもあり
ます。

『大和北部八十八ヶ所霊場道順』
　1974( 昭和 49）年に発行したもの
を極楽寺が復刻した霊場リスト。お
よその大きさタテ 18 ㌢・ヨコ 72.5
㌢です。
「明和六年己丑正月 元願主 大和郡山
町 池田屋六兵衛」とあるので、底本
は 1769 年の発行と思われます。現
在大安寺で頒布されている『大和北
部八十八ヶ所霊場巡拝道順』と比べ
ると、順番の違いや札所の変遷がわ
かります。
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大和北部八十八ヶ所霊場 大安寺発行『大和北部八十八ヶ所霊場巡拝道順 (H28 年 6 月現在 )』を元に作成

第 １ 番 　大安寺　奈良市大安寺 2-18-2

第 ２ 番 　大安寺嘶堂　奈良市大安寺 2-18-2

第 ３ 番 　西光院　奈良市高御門町 21

第 ４ 番 　徳融寺　奈良市鳴川町 25

第 ５ 番 　元興寺 ( 塔跡 )　 奈良市芝新屋町 12

第 ６ 番 　十輪院　奈良市十輪院町 27

第 ７ 番 　福智院　奈良市福智院町 46

第 ８ 番 　新薬師寺　奈良市高畑町 1352

第 ９ 番 　元興寺　奈良市中院町 11

第 10 番　伝香寺　奈良市小川町 24

第 11 番　圓證寺　生駒市上町 4713

第 12 番　真言院 ( 東大寺 )　 奈良市雑司町 406

第 13 番　崇徳寺　奈良市大豆山町 7

第 14 番　空海寺 ( 要予約 )　 奈良市雑司町 167

第 15 番　般若寺　奈良市般若寺町 221

第 16 番　高林寺　奈良市井上町 32

第 17 番    大森大師 ( 廃寺 ) 奈良市大森町 283

                   ( 納経は済美小学校五軒北の中村氏宅 )

第 18 番　不退寺　奈良市法蓮町 517

第 19 番　海龍王寺　奈良市法華寺北町 897

第 20 番　円福寺　奈良市佐紀町 2667

第 21 番　安楽寺　奈良市中山町 1303

第 22 番　賢聖院　大和郡山市矢田町 1937

第 23 番　常光寺　奈良市押熊町 212

第 24 番　西大寺　奈良市西大寺芝町 1-1-5

第 25 番　喜光寺　奈良市菅原町 508

第 26 番　唐招提寺　奈良市五条町 13-46

第 27 番　唐招提寺奥院　奈良市五条 2-9-6( 西方院 )

第 28 番　往生院 ( 無住 )　 生駒市有里町

                   （納経は第 1 番大安寺）

第 29 番　極楽寺　奈良市七条 1-2-14-2

第 30 番　愛染堂 ( 廃寺 )　 大和郡山市九条何和町

                    ( 納経は同市九条町 1312-3 山中商店 )

第 31 番　霊山寺　奈良市中町 3879

第 32 番　霊山寺地蔵院　奈良市中町 3879

第 33 番　根聖院　奈良市三碓 3-5-13

第 34 番　宝山寺　生駒市門前町 1-1

第 35 番　教弘寺 ( 無住 )　 生駒市小倉寺町 539

                   （納経は第 54 番松尾寺）

第 36 番　円福寺　生駒市有里町 390

第 37 番　竹林寺 ( 無住 )　 生駒市有里町 211-1

                   ( 納経は第 26 番唐招提寺に問合せ )

第 38 番　宝幢寺　生駒市小平尾町 271

第 39 番　千光寺　生駒郡平群町鳴川 188

第 40 番　金勝寺　生駒郡平群町椣原 53

第 41 番　平隆寺　生駒郡三郷町勢野東 2-11-60

第 42 番　東光寺 ( 無住 )　 生駒郡平群町三里中ノ宮 293

第 43 番　長楽寺　生駒郡平群町吉新 2-1-8

第 44 番　地蔵寺　生駒郡平群町福貴

第 45 番　多聞院 ( 奥ノ院 )　 生駒郡平群町信貴畑 1474

第 46 番　朝護孫子寺　生駒郡平群町大字信貴山 2280

第 47 番　持聖院　生駒郡三郷町勢野東 6-7-27

第 48 番　融念寺　生駒郡斑鳩町神南 3-5-8

第 49 番　薬師寺　奈良市西ノ京町 457

第 50 番　法隆寺北室院　生駒郡斑鳩町法隆寺山内 1-1

第 51 番　法隆寺西円堂　生駒郡斑鳩町法隆寺山内 1-1

第 52 番　法起寺　生駒郡斑鳩町岡本 1873

第 53 番　法輪寺　生駒郡斑鳩町三井 1570

第 54 番　松尾寺　大和郡山市山田町 683

第 55 番　矢田寺　大和郡山市矢田 3506

第 56 番　矢田寺観音堂　大和郡山市矢田 3506

第 57 番　阿弥陀院　大和郡山市番条町 614

第 58 番　釈尊寺 ( 無住 )　 大和郡山市高田町

                   （納経は吉田理髪店）

第 59 番　薬園寺　大和郡山市材木町 30

第 60 番　誕生寺 ( 要予約 )　 奈良市三棟町 2

第 61 番　春岳院　大和郡山市新中町 2

第 62 番　十三鐘菩提院　奈良市高畑町 1126

                    ( 興福寺 )※菊水楼西隣

第 63 番　奈良市白毫寺町 392

第 64 番　光明院大師堂 ( 無住 )　大和郡山市番条町 564

                    ( 納経は中谷酒造 )

第 65 番　正福寺　大和郡山市発志院町 410

第 66 番　大野寺　宇陀市室生大野 1680

第 67 番　龍象寺　奈良市柴屋町 ( 帯解本町 )177

第 68 番　帯解寺　奈良市今市町 734

第 69 番　円満寺 ( 無住 )　 奈良市下山町 109

                    ( 納経は自治会長宅 )

第 70 番　満願寺　奈良市横井 3-181

第 71 番　東光寺　桜井市大字谷 381-1

第 72 番　極楽寺 ( 無住 )　 奈良市山町 685

                    ( 納経は信徒総代宅 )

第 73 番　正暦寺　奈良市菩提山町 157

第 74 番　弘仁寺　奈良市虚空蔵町 46

第 75 番　霊仙寺　天理市森本 835

第 76 番　聖林寺　桜井市下 692

第 77 番　不空院　奈良市高畑町 1365

第 78 番　地蔵寺　大和郡山市新庄町 252

                    ( 納経は同市小林町 235 新福寺 )

                   

第 79 番　観音寺　橿原市小房町 6-22

第 80 番　長岳寺　天理市柳本町 508

第 81 番　平等寺　桜井市三輪 38

第 82 番　文殊院　桜井市阿部 645

第 83 番　本光明寺　磯城郡田原本町千代 1159

                    ( 納経は第 34 番宝山寺 )

第 84 番　秦楽寺　磯城郡田原本町秦庄 267

第 85 番　百済寺 ( 無住 )　 北葛城郡広陵町百済 1168

                    ( 納経は当麻町当麻 1263 当麻寺西南院 )

第 86 番　与楽寺　北葛城郡広陵町広瀬 797

第 87 番　額安寺　大和郡山市額田部寺町

第 88 番　久米寺　橿原市久米町 502

番       外    戒壇院　奈良市雑司町 406-1( 東大寺 )

番       外    慈光院　大和郡山市小泉町 865

番       外    観泉寺　生駒市小瀬町 582

別       格　法華寺　奈良市法華寺町 882

別       格　中宮寺　生駒郡斑鳩町法隆寺北 1-1-2

別       格　円照寺　奈良市山町 1312

奥 の 院    室生寺　宇陀市室生 78
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大和の廃寺を巡る記
文・写真　上田裕介（奈良県立図書情報館司書）

『大和名所図会』（1791〈寛政 3〉年発行）「佐野のわたり」の挿絵（部分）。
雪の中、馬に乗った貴人が三人の従者を連れて川を渡る姿が描かれている。佐野のわたり
は『万葉集』や『新古今和歌集』にも詠まれた和歌の名所。場所比定はされていないが、
大和名所図会では桜井市三輪崎付近を佐野のわたりとしている。三条西公条は『吉野詣記』
に、大和の佐野のわたりを通過した時のことを「風が強く吹きつけてきたが、この時は雨
の降りそうな気配もなく、空は一点の雲もなかった」と書き記している。

室
町
時
代
の
お
公
家
さ
ん
で
一
流
の
文
化
人
☆
三
条
西
公
条
の
『
吉
野
詣
記
』。

六
十
六
歳
の
公
条
さ
ん
が
書
い
た
旅
日
記
か
ら
、
当
時
隆
盛
を
誇
り
つ
つ
も
、

の
ち
廃
止
さ
れ
た
寺
院
「
廃
寺
」
を
選
び
、
見
て
回
っ
た
司
書
☆
カ
ミ
タ
の

さ
ん
じ
ょ
う
に
し
き
ん
え
だ

よ
し
の
も
う
で
き
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廃
寺
へ
ゴ
ー
！

　
世
界
的
に
有
名
な
寺
院
か
ら
地
元
の
お

寺
ま
で
、
奈
良
に
は
古
代
か
ら
続
く
寺
院

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
途
中
で
廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

寺
院
も
存
在
し
ま
す
。
廃
寺
に
つ
い
て
知

る
に
は
、
昔
の
人
が
残
し
た
記
録
や
絵
図

な
ど
を
頼
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

今
回
は
、
室
町
時
代
の
公
卿
、
三
条
西
公

条
が
残
し
た
『
吉
野
詣
記
』
を
手
が
か
り

に
廃
寺
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
二
日
間
の

旅
日
記

『
吉
野
詣
記
』

　『
吉
野
詣
記
』
と
は
三
条
西
公
条
が
書

き
残
し
た
旅
日
記
で
す
。

　
一
五
五
三
（
天
文
二
十
二
）
年
二
月
二

十
三
日
か
ら
足
か
け
二
十
二
日
間
の
旅

は
、
吉
野
へ
の
花
見
の
ほ
か
、
大
和
国
各

室
町
時
代
の

貴
公
子
☆

三
条
西
公
条

　
三
条
西
公
条
は
、
室
町
時
代
の
公
卿
で

す
。
父
は
三
条
西
実
隆
で
あ
り
、
息
子
の

公
条
も
和
学
の
興
隆
に
尽
く
す
な
ど
当
時

第
一
級
の
文
化
人
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し

た
。
一
五
四
三
（
天
文
十
二
）
年
に
五
十

七
歳
で
隠
居
し
、
翌
年
に
は
出
家
し
て
仍

覚
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

大和の廃寺を巡る記

地
の
名
跡
に
加
え
、
高
野
山
や
住
吉
神

社
・
四
天
王
寺
な
ど
へ
も
参
詣
す
る
長
旅

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
戦
国
の
乱
世
で

あ
り
、
と
て
も
旅
な
ど
が
で
き
る
状
況
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時

の
大
和
国
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
危

険
な
目
に
も
合
わ
ず
に
旅
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
で
は
『
吉
野
詣
記
』
の

記
述
と
と
も
に
、
現
在
の
様
子
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

  

わ   

が
く

じ
ょ
う

か
く

「これより高円の傍ら、羽買の山の下に、客養寺とて心ざし

深き人住みけり。さまざまの興を尽せること限りなし」

た か ま ど は      がい

公条が訪れた時には客養寺があり、ここに住む人物から様々の心
を込めたもてなしを受けたようですが、いつのころからか廃れて
しまったようです。江戸時代に書かれた地誌『奈良坊目拙解』に
よると現在の奈良市高畑町には客養寺町という地名があり、春日
社の禰宜が住む無税地でした。「客養寺隔夜堂」と呼ばれるお堂
が存在し、桜井の長谷寺との間を隔夜に往復する勤行がおこなわ
れていました。本尊の十一面観音菩薩立像は長谷観音の十分の一
の模像とのことで、何か縁があるのかもしれません。隔夜堂を中
心に再興されたのが現在の隔夜寺（写真）です。

たかばたけちょう

ね　  ぎ む　ぜい　ち きゃく よう  じ    かく    や    どう

『奈良坊目拙解』……無名園古道､俗名村井勝九郎 (16 8 1 ～

1749) の著｡古道は外科医を業としながら地誌に情熱を注いだ。

35 年を費やして執筆した漢文の地誌で、1735( 享保 20 ) 年 に

完成｡市内各町々の境域や隣接地､町名由来､寺社堂塔の由来､町

内の古伝､現況および家数・人口などを約 200 種の古典書目か

ら引用傍証したもので文献句碑による考証を主とした奈良の本

格的な地誌といえる｡

参考文献……『奈良市史　
社寺編』奈良市史編集審議
会編 1985、『奈良県の地名』
平凡社 [ 編 ] 平凡社 , 1981

アクセス……近鉄奈良駅か
ら市内循環バス「破石」下
車徒歩 10 分

な ら ぼうもくせっかい むみょうえんこどう むらい　かつ  く   ろう

長
谷
寺
と
の
「
往
復
マ
ラ
ソ
ン
」
地
点

客
養
寺

き
ゃ
く
　 

　
　
よ
う            

じ

か
く  

や
　
じ

奈
良
市

（
隔
夜
寺
）
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「眉間寺参りしに、糸桜盛りなる、

～ぬきとめぬ露の匂ひも春風の花は柳の糸に乱れて～　

紹巴とありしかば、

～糸による名をくり返し花桜うち散る露もぬきてとどめよ～」

眉
間
寺
奈
良
市

み
　 

　
　
　
け
ん     

　
　
じ

眺
め
は
最
高
だ
っ
た
寺

眉間寺は奈良時代に開かれた古刹で、創建は定かではありませんが、
聖武天皇が藤原氏のために建立した、あるいは聖武天皇没後に陵墓
の傍らに建立されたともいわれています。古くは「眺望寺」と呼ば
れるほど眺めの良い寺であったらしく、公条も寺の高い所に登って
その光景を和歌に詠んでいます。『大和名所図会』には佐保川から
陵墓の斜面にかけて広がる立派な伽藍の様子が描かれていますが、
明治の廃仏毀釈によって廃寺となり、今は石碑（写真）が立つのみ
です。

ちょう ぼう  じ

や  ま  と   めい   しょ    ず      え さ       ほ    がわ

が　らん

はい  ぶつ    き  しゃく

参考文献……『奈良市史　社
寺編』奈良市史編集審議会編
1985、『奈良県の地名』平凡
社 [ 編 ] 平凡社 , 1981

アクセス……近鉄奈良駅から
北へ徒歩 20 分　奈良地方気
象台前

  り  とう

『和州旧跡幽考』……1682（天和 2）年に刊行された大和国の地誌。著者は
大和郡山の町人で俳人としても知られる林宗甫。内容は大和 15 郡に
わたり大小の旧跡寺社について記したもので、約 200 種におよぶ参考
文献から考証し、みずから踏査、収載する項目は非常に多く記述も詳
細である。題簽は「大和名所記」となっているが、他書と紛らわしい
ので内題の「和州旧跡幽考」の書名を用いることが多い。

そう  ほ

だいせん やまと   めい しょ   き

参考文献……『日本城郭大系第10巻』
平井聖 [ ほか ] 編 新人物往来社 , 
1980　『奈良県の地名』平凡社 [ 編 ] 
平凡社 , 1981
アクセス……近鉄西大寺駅から北へ
徒歩 15 分

たびたび戦場となりました超昇寺（超勝寺）奈良市

「これより法華寺、海竜王寺、超勝寺、西大寺に参り…」
ほっけ       じ かいりゅうおうじ

こくじん

この寺は平城天皇の皇子真如（高丘親王）の創建とされていますが、年代は
不明です。中世の記録『大乘院寺社雜事記』によると何度も火災にあってい
ることがわかります。寺近くの超昇寺城が大和国北部の国人・筒井氏の拠点
だったことから、兵火に巻き込まれることが多かったようです。『和州旧跡
幽考』には「天正年中に絶へ果て今は形ばかりなるいほりに大日如来一躯あ
り」とあり、ほぼ焼失してしまったようです。江戸中期に僧侶隆光が一部を
復興しますが、明治期に廃寺となりました。佐紀神社（写真）は超昇寺建立
と同時に鎮守神として崇められた神社です。近辺には「本堂畑」「塔ノ坊」
などの地名が残るほか、神社かたわらの御前池南堤防には礎石が残されてい
ます。

しんにょ たかおかしんのう

だいじょう いん  じ    しゃ  ぞう    じ      き

ちょうしょうじじょう

わしゅうきゅうせき

りゅうこう

さ     き

ほんどうばた と う の ぼ う

ちょう       し ょう         じ

『大和名所図会』…… 江戸時代に書かれた大和についての
絵入り地誌。6巻 7冊。6の巻を乾・坤 2冊とする。1791( 寛政 3）
年 5月刊。奈良疋田の植村禹言の遺志を聞き、京都の文人秋里
籬島が編纂した。挿絵は大坂の浮世絵師竹原春朝斎信繁。は
じめに大和・奈良の名称のいわれについて述べ、以下郡ごと
に社寺・名所・旧跡などについて、ゆかりの和歌なども配し
ながらその由来を記し、風景画のほか和歌や伝承に関する絵
もさし挾んでいる。

ひき  た うえむら   う  げん

たけはらしゅんちょうさいのぶしげ

あきさと  

ゆうこう
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井
市

今
も
立
派
な
本
堂
が
残
っ
て
い
ま
す

お
お            

み            

わ           

で
ら

大御輪寺は大神神社の神宮寺として創建され、古くは「大神寺」「三
輪寺」などの名で史料に出てきます。1285（弘安 8）年に叡尊によっ
て再興され、寺号を大御輪寺と改められました。江戸時代に書かれ
た『廣大和名勝志』によれば三重塔・護摩堂などを備えた伽藍があっ
たということですが、寺の全体像は明らかになっていません。また、
本居宣長は『菅笠日記』にて、仁王門や三重塔に加え本尊の脇に大
神神社の若宮が祀られていると書いています。これらの記述から、
ずいぶん立派な寺であったことは間違いないと思われ、当寺を訪れ
た公条も寺の様子が荘厳で一般の作りではないと書き残しています。
そんな大御輪寺も明治の廃仏毀釈で廃寺になり、本尊の十一面観音
菩薩立像は聖林寺（桜井市）、四天王立像は長岳寺（天理市）、地蔵
菩薩像は法隆寺（斑鳩町）に移されました。また本堂は大直禰子神
社の本殿（写真）となり、国の重要文化財に指定されています。

『廣大和名勝志』…… 安永年
間 (1772 ～ 80) に書かれたと
類推される大和国の地誌。著
者は添下郡疋田村の植村禹言。

『菅笠日記』……本居宣長によ
り書かれた紀行文。1772（明
和 9）年の大和旅行を記録し
たもの。宣長の擬古文の中で
も巧妙・流麗であり、また 55
首の和歌が挿入された文学性
豊かな著作として知られる。

参考文献……『重要文化財大神神
社摂社大直禰子神社社殿修理工事
報告書』奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所編 奈良
県教育委員会 , 1989

アクセス……JR 三輪駅から大神
神社参道二の鳥居を左折して直進
徒歩 2 分

「楊本天神に参り、穴師川を渡り、檜原・大御輪寺に参りたるに、

寺のさまうるはしく、尋常の作りざまにあらず。楔などいふ物も

用ひず作れるさま、物語りせり」

やなぎもと あなし    がわ ひ   ばら

くさび

おおみわ み      わ み      

わ えいそん

こう   や  ま  と    め  い しょう し ご　  ま

もと  おり   のり  なが すが  かさの に っ  き

ちょうがく  じ てん     り　  し

いかるがちょう おおただ  ね    こ

そえじもぐん

柿本寺 天理市
古代歌人の足跡を辿って

「今日ぞ見ることばは筆に柿の本もとより朽ちず残る姿を」

（筆に書きとめた歌はいつも見るが、昔からそのまま朽ちずに残る姿を

今日初めて拝んだことだよ）

和邇下神社境内にあった柿本氏の氏寺です。寺跡には礎石の一部（写真）が
残っており、付近から奈良時代の瓦が出土したことから、創建は奈良時代に
さかのぼると考えられています。鎌倉時代の作とされる「柿本宮曼荼羅図」
には柿本寺の礎石らしきものが描かれていることから、鎌倉時代にはすでに
荒れてしまっていたことが伺えます。その後室町時代に現在の櫟本小学校西
側に移転し、江戸時代にかけて代々学僧を輩出したということですが、ここ
も明治初年に廃寺となりました。現在も寺跡の近くには柿本人麻呂を葬った
とされる「歌塚」が残り、歌塚の碑文や人麻呂の石像が置かれています。

わ          に    した

いちのもと

『柿本宮曼荼羅図』……鎌倉時代に作られた曼荼
羅図。絹本着色で重要文化財に指定されている。
図には治道社（和邇下神社）・歌塚・柿本寺が描
かれており、当時の位置関係を知ることができ
る。箱書には「治道社歌塚柿本寺図　住吉慶恩筆」
とあり、現在は大和文華館が所蔵している。

参考文献……『改訂天理市史本編 
上巻』天理市史編さん委員会編 
1976、『季刊美のたより No.165 
2009 冬』大和文華館 2009 年 1
月 6 日、『奈良県の地名』平凡社 
[ 編 ] 平凡社 , 1981

アクセス……JR 櫟本駅から
東へ徒歩 3 分、国道 169 号
線を南へ徒歩 2 分、和爾下
神社の鳥居をくぐり東へ直
進。和爾下神社参道脇。

かきの　      もと　        で ら

うた   づか

かきのもと みや  まん   だ      ら       ず

けんぽんちゃくしょく

はるみち

すみよしけいおん

やまと  ぶん   か  かん
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…

天
理
市

「内山にてしばらく足を休め…」

『吉野詣記』には石上神宮参拝後、内山にてしばら
く足を休めたとあります。ここには永久寺があり
ました。創建は永久年間（1113 ～ 18）鳥羽天皇
の勅願によると伝えられています。1595( 文禄 4)
年には、豊臣秀吉から寺領 971 石を寄進され江戸
時代以降も受継ぎます。最盛期には 50 以上の坊を
構える大和有数の大伽藍であり、現地には在りし
日の様子を描いた図が掲げられています。しかし
明治の廃仏毀釈により徹底的な破壊を受け、廃寺
になりました。この時寺宝は各地に散逸し、一部
は海外に流出しました。現在は寺の鎮守拝殿が石
上神宮摂社の出雲建雄神社の拝殿として移築され
ているほか境内にあった池（写真）などが、当時
の名残をとどめています。

参考文献……『内山永久寺の歴史と美術　研
究編』　東京国立博物館編 東京美術 , 1994、
『内山永久寺の歴史と美術　史料編』　東京国
立博物館編 東京美術 , 1994、
『改訂天理市史　本編 上巻』天理市史編さん
委員会編 1976、『奈良県の地名』平凡社 [ 編 ] 
平凡社 , 1981

アクセス……ＪＲ・近鉄天理
駅から奈良交通バス苣原行
き乗車、「石上神宮前」下車、
徒歩 20 分。

う
ち         

や
ま         

え
い        

き
ゅ
う       

じ

『大和志』…… 『五畿内志』のうち、大和国について書かれた巻の名称。『五畿
内志』は、江戸幕府による最初の官撰地誌『日本輿地通志畿内部』の通称。
關祖衡・並河誠所らが編纂した。記述にあたっては、各地を巡って地理を確認
し、収集した古文書・古記録や調査した伝承歌謡などを根拠に書かれており、
内容は精密で後に出された地誌・名所図会などに引用されているほか、現在も
十分に利用できる史料とされている。

参考文献……『御所市史』御所市史編纂委
員会　臨川書店 , 1987、『奈良県の地名』
平凡社 [ 編 ] 平凡社 , 1981

アクセス……近鉄御所駅から奈良交通バス
五條バスセンター行き乗車「風の森」下車 
西へ徒歩約１時間

「朽ちてだに　梅も高天の花の色に　八雲を声に　残す鶯」

（朽ち枯れてさえも咲く、有名な高天寺の梅の花の美しさに誘われて、

鶯は八雲の歌の尊さを伝え鳴いている）

（写真左から）橋本院、高天彦神社、高天彦神社参道　

高天寺
神話の故郷に建てられた高原の寺院

御所市

たか　　      ま　　     でら

高天寺は高天彦神社（写真左上）付近にあった寺院で行基菩薩創起の寺と伝えられています。『大
乘院寺社雜事記』の長禄 3（1459) 年 9 月 27 日条には「高間寺炎上　徳政故云々」とあり、こ
のほか何度か焼失の憂き目にあっているようです。江戸時代の状況は『大和志』によれば「正堂
一宇僧舎六院有天文明応告牓界内有鶯宿梅蜘蛛窟」とあり、本堂一つに僧舎六つの他、鶯宿梅・
蜘蛛窟という史跡があると記されています。これらは現在も高天彦神社近辺に残されており、鶯
宿梅は神社東側・参道入口の付近に、蜘蛛窟はそこからさらに東へ進んだ山林の中にあります。
鶯宿梅には弟子の死を嘆き悲しむ僧の元に、弟子が鶯となって訪れ歌を詠んだという話が伝えら
れ、伝承により高天は鶯の名所とされてきました。この地を訪れた公条も、鶯にまつわる歌を詠
んでいます。
神社から高天の集落を抜けて 500 ㍍ほど歩くと橋本院（写真左下）が見えてきます。橋本院は高
天寺の後身で、本尊の十一面観世音菩薩像は高天寺本堂のものを移したものです。今も葛城古道
を散策するコースとして多くのハイキング客が訪れます。

た か ま ひ こ

や ま と し

おうしゅくばい

く　  も      くつ

はしもといん

かつらぎ こ   どう

ご き

かんせん に ほ ん よ ち つ う し き な い ぶ

せきそこう なみかわせいしょ

いそのかみ

せっしゃ い ず も た け お

ちしゃわら
な い し
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天
理
市

「道少し行きて、ある女わらはべに問ひければ、

昔の「筒井筒井筒にかけし」とよみし井のもとなど

教へける、形のごとく残れり」

在原寺の創建は 835( 承和 2) 年、在原業平の父・阿保親王が
観音を信心して業平が誕生したことにちなみ建てられた、ま
たは 880( 元慶 4）年に業平が病没した後、邸宅跡に場所に
建てられた寺とも言われています。どちらにせよ業平に非常
に関係の深い寺であったことは間違いないのですが、1868
( 明治元）年に廃寺となりました。現在は業平・阿保親王を
祀る在原神社（写真）が鎮座しています。神社は元々在原寺
の鎮守社でしたが、明治の神仏分離により神社のみ残りまし
た。敷地入口には「在原寺」の標石が立っていますが、裏に
「在原神社」と彫られています。廃寺になった時、裏返して
神社の標石とした名残です。境内には『伊勢物語』に出てく
る筒井筒（写真左端）も残されています。

あ        ぼ

し ん ぶ つ ぶ ん り

『伊勢物語』……平安時代の歌物語。作者不明。話
の冒頭部分が概ね「昔、男ありけり……」で始まり、
男の恋愛や友情、別離などが和歌を中心に語られ
る小編の物語集。『在五が物語』『在五中将の日記』
とも呼ばれ、主人公は在原業平とされている。（在
五は在原業平を指す）筒井筒は『伊勢物語』二十
三段に出てくる話で、幼馴染の男女が筒井筒で背
比べをしたことにちなむ恋物語である。

参考文献……『改訂天理市史　本編 
上巻』天理市史編さん委員会 1976、
『奈良県の地名』平凡社 [ 編 ] 平凡社 , 
1981
アクセス……JR 櫟本駅から東へ徒歩
3 分、国道 169 号線を南へ徒歩 3 分、
西名阪自動車道南側の側道を右へ徒
歩１分。

ざ い ご

片岡清水明王院
病気平癒を祈る

香芝市

「花みな散り果てたるもとにて、酒など持たせてしばらくありて、

片岡清水明王院に至りて夜を明かしけり」

片岡清水明王院は志都美神社（写真）の神宮寺でした。創建は不明ですが、伝
説では元禄年間 (1688--1703) に盲目の僧侶が境内の井戸で目を洗い、目が見
えるようになったことが由来とのことです。しかしこれでは公条の話と合わな
いので、室町時代以前から寺はあったのでしょう。建物は現社務所の位置にあ
りましたが、明治の神仏分離令で廃寺となりました。現在神社境内には、明王
院と刻まれた石灯籠が残るのみです。志都美神社には盲目の僧以外にも病気へ
の霊験が伝えられており、1879( 明治 12) 年 8 月にコレラが流行した際氏子が
疫病侵入防止を祈願した結果 1 人の患者も出なかったそうです。記念碑が本殿
背後の石垣に奉納されています。また神社背後の森は椎の木を中心とした原生
林で、県の天然記念物に指定されています。

参考文献……『香芝町史』香芝町史調査委員会編  1976、 
『志都美村史』志都美村編  1956、『奈良県の地名』平
凡社 [ 編 ] 平凡社 , 1981

　

アクセス……ＪＲ志都
美駅を西へ、徒歩 10 分

か た      お か        し      み ず     み ょ う     お う      い ん

へ い   ゆ

し   づ   み

う じ こ

しい
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　「
ポ
ニ
ー
の
里
フ
ァ
ー
ム
」
は
高
取
町
で
二
〇
〇
六
年
に
創
業
し
た
農
業
法
人

で
す
。
約
二
町
の
農
業
地
で
は
青
ネ
ギ
、
米
、
黒
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
の
生
鮮
野
菜
と
、
大
和
当
帰
、
ヨ
モ
ギ
、
ハ
ト
ム
ギ
、
ハ
ブ
草

な
ど
の
「
和
ハ
ー
ブ
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
大
和
当
帰
は
、
根
は
漢
方
薬
に
、
葉
っ
ぱ
は
加
工
品
と
な
り
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
の
畑
で
は
二
〇
一
一
年
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
あ
る
時
、
奈
良
県
の

の
職
員
さ
ん
が
「
い
っ
か
い
植
え
て
み
ー
」
っ
て
苗
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。
試
験
栽
培
で
な
か
な
か
え
ぇ
感
じ
の
根
っ
こ
が
採
れ
た
の
で
、

漢
方
専
門
の
卸
問
屋
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
と
「
し
っ
か
り
で
き
て
る
」
と
太
鼓
判
を
。

卸
問
屋
さ
ん
い
わ
く
、
ぼ
く
た
ち
の
畑
の
質
は
、
大
和
当
帰
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　　
大
和
当
帰
は
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
二
年
か
か
り
ま
す
。

　
ま
ず
一
年
目
の
四
月
、
畑
に
種
を
ま
き
、
翌
年
の
四
月
ま
で
か
け
て
苗
作
り
を
し
ま
す
。
二
年
目
の
四
月
、
成

長
し
た
苗
を
別
の
畑
に
植
え
替
え
。
十
一
月
末
ま
で
の
間
、
二
、
三
回
に
分
け
て
葉
っ
ぱ
を
収
穫
し
ま
す
。
三
回

収
穫
す
る
と
し
た
ら
、
五
月
か
六
月
に
一
回
、
九
月
に
一
回
、
最
後
に
十
一
月
、
と
い
う
具
合
で
す
。

　
根
っ
こ
は
十
二
月
か
一
月
に
掘
り
上
げ
ま
す
。
寒
い
時
期
に
収
穫
す
る
の
は
、
根
が
越
冬
の
た
め
に
養
分
を
溜

め
込
み
、
も
っ
と
も
肥
え
て
元
気
な
状
態
だ
か
ら
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
よ
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
大
和
当
帰
が
紹
介
さ
れ
る
と
き
、
花
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
花
は
二
年
目
の
六
月
に
咲
き
ま
す
が
、
じ
つ
は
、
こ
の
と
き
根
っ
こ
は
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
根
っ
こ
を
収
穫
し
て
一
カ
月
ほ
ど
天
日
干
し
を
し
た
ら
「
湯
も
み
」
を
し
ま
す
。
湯
も
み

と
は
、
根
っ
こ
を
四
十
度
く
ら
い
の
お
湯
に
浸
け
な
が
ら
、
洗
濯
板
を
使
っ
て
土
を
洗
い
流

す
作
業
で
す
。
湯
も
み
を
す
る
と
、
根
に
含
ま
れ
る
糖
分
が
増
え
て
甘
み
が
増
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
湯
も
み
の
あ
と
、
再
び
天
日
干
し
を
し
て
よ
う
や
く
出
荷
し
ま
す
。

　
大
和
当
帰
は
セ
ロ
リ
や
パ
ク
チ
ー
み
た
い
な
香
り
が
す
る
の
で
、
好
み
が
分
か
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ぼ
く
た
ち
が
手
が
け
て
い
る
大
和
当
帰
の
加
工
品
作
り
で
は
、

あ
え
て
香
り
は
抑
え
ず
、
当
帰
の
風
味
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
商
品
化
し
た
の
は
、
当
帰
葉
入
り
の
ハ
ー
ブ
ソ
ル
ト
や
お
茶
な
ど
。

な
か
で
も
当
帰
の
葉
を
焙
じ
た
「
焙
煎
大
和
当
帰
葉
茶
」
は
、
地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
自
宅

で
作
っ
て
い
る
薬
草
茶
の
製
法
を
ヒ
ン
ト
に
し
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
茶
、
す
ご

く
お
い
し
い
の
で
味
の
秘
密
を
聞
い
た
ら
、「
葉
っ
ぱ
を
煎
る
に
は
土
鍋
が
一
番
」
と
教
え

て
く
れ
た
。
た
し
か
に
焙
煎
に
は
フ
ラ
イ
パ
ン
よ
り
も
土
鍋
を
使
う
と
香
ば
し
さ
が
増
し
ま
す
。

大
和
当
帰
や
葛
の
花
な
ど
七
種
類
の
薬
草
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
「
や
ま
と
た
か
と
り 

や
く
ぜ
ん
茶
」

は
近
畿
日
本
鉄
道
の
「
青
の
交
響
曲
（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）」
の
車
内
販
売
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
し
な・ま
さ
ひ
で
　
一
九
八
八
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。
大
学
院
で
文
化
人
類
学
を
専
攻
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
奈
良
県
高
取
町
へ
二
年
間
通
う
。

奈
良
県
内
の
一
般
企
業
へ
就
職
後
、
高
取
町
の
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
ポ
ニ
ー
の
里
フ
ァ
ー
ム
へ
。

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社

ポ
ニ
ー
の
里
フ
ァ
ー
ム 

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　

保
科
政
秀
さ
ん

大
和
当
帰
の
こ
と

や

ま

と

と

う

き

話
題
の
「
和
ハ
ー
ブ
」
の
一
つ
「
大
和
当
帰
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
主
に
大
和
で
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
帰
は
栽
培
に
手
間
が
か
か

る
植
物
で
す
が
、現
在
、栽
培
拡
大
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
和
当
帰
生
産
者
の
お
一
人
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

取
材
・
文
：
宮
川
享
子
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
）
写
真
：
大
和
当
帰
の
葉
（
撮
影
：
吉
田
奈
麻
）

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
ポ
ニ
ー
の
里
フ
ァ
ー
ム  

　
奈
良
県
高
取
町
の
農
業
生
産
法
人
。
農
産
物
の
生
産
、
販
売
や
加
工
品
の
製
造
、
都

市
と
農
村
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
か
ら
地
域
の
農
業
発
展
に
貢
献
す
る
。
障
害
者
就
労
支
援
　
型
、
ポ
ル
テ
の
森
と
共
に
活
動
も
行
う
。

奈
良
県
高
市
郡
高
取
町
兵
庫
一
九
三-

二

B
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司
書
サ
イ
ト
ー
の
能
楽
小
鼓
体
験
記

い
に
し
え
の
音
を
奏
で
て
み
ま
し
た
。

　
小
鼓
の
稽
古
に
は
、
南
都
七
大
寺
の
一
つ
大
安
寺
の
一
室

を
お
借
り
し
ま
し
た
。
講
師
は
能
楽
大
倉
流
小
鼓
方
の
久
田

陽
春
子
先
生
。
美
し
い
で
す
。
ヤ
バ
イ
で
す
。
さ
す
が
舞
台

に
立
つ
人
で
す
。
袴
に
着
物
姿
の
先
生
と
古
刹
。
早
く
も「
和
」

の
空
気
が
充
満
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
大
倉
流
小
鼓
方
に
つ
い
て
『
国
史
大
事
典
』
で
調

べ
て
み
ま
し
た
。

「
大
蔵
権
右
衛
門
道
違
（
道
意
、
一
五
四
二―

一
六
一
四
）
に

よ
っ
て
始
ま
る
。
豊
臣
秀
吉
の
こ
ろ
活
躍…

…

」

一
六
世
紀
か
ら
続
い
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
小
鼓
は
、
胴
・
皮
（
馬
の
皮
）・
紐
（
麻
紐
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
借
り
し
た
胴
に
は
カ
ブ
ラ
の
蒔
絵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
材
は
桜
。
カ
ブ
ラ
に
は「
根
が
太
い
＝
音
が
太
い
」

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
　
美
し
い
蒔
絵

で
す
が
、
観
客
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

久
田
先
生
い
わ
く
「
隠
れ
た
と
こ
ろ
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
の

が
日
本
の
伝
統
『
見
え
な
い
美
学
』
で
す
」。

ま
ず
は
ご
あ
い
さ
つ

畳
に
正
座
し
て
、
礼

「
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
」

教
え
る
人
　

　
久
田
陽
春
子
　
能
楽
大
倉
流
小
鼓
方
　

学
ぶ
人
　
　

　
斉
藤
圭
一
　
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
司
書

ひ

さ

だ

や

す

こ

古
典
芸
能
の
打
楽
器
「
小
鼓
」。

現
代
で
は
ピ
ア
ノ
な
ど
に
比
べ
て
、
馴
染
み
が
薄
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
よ
〜
く
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
ひ
な
さ
ま
の
五
人
囃
子
の
一
人
が
小
鼓
を
手
に
し
て

い
ま
す
ね
。

今
回
は
、
図
書
情
報
館
の
司
書
サ
イ
ト
ー
が
、
プ
ロ
の

能
楽
師
に
小
鼓
の
稽
古
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た
模
様
を

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ナラヲヨム＿17_28ナラヲヨム＿17_29



右
手
膝
横
、
左
肘
直
角

顎
を
引
き
視
線
ま
っ
す
ぐ

額
か
ら
汗
噴
出

　
さ
て
、
お
稽
古
開
始
で
す
。
小
鼓
を
左
手
に
持
ち
右
の
鎖
骨

の
辺
り
に
引
き
寄
せ
、
右
手
は
膝
の
横
。
左
肘
は
九
〇
度
に
張

り
、顎
を
引
き
視
線
は
ま
っ
す
ぐ
。
大
倉
流
の
基
本
型
「
構
え
」

で
す
。
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
ス
タ
イ
ル
。
和
の
雰
囲
気

に
一
歩
近
づ
い
た
気
が
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
小
鼓
を
打
ち
ま
す
。パ
チ
ン
、パ
ン
、パ
ス
ッ…

…

。

音
が
出
ま
せ
ん
。
右
手
の
ス
ナ
ッ
プ
を
効
か
せ
る
と
こ
ろ
が
、

つ
い
力
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
鳴
ら
な
い
原
因
で
す
。
こ
こ
で
久

田
先
生
の
指
導
。
手
取
り
足
取
り
で
す
。
大
人
な
の
に
。
何
度

も
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
訳
な
い
。
額
か
ら
汗
が
噴

き
出
し
ま
す
。

　
久
田
先
生
、
嫌
な
顔
一
つ
さ
れ
ま
せ
ん
。
さ
す
が
で
す
。
日

ご
ろ
の
修
練
の
ご
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。見
習
わ
な
け
れ
ば
。

な
ど
と
思
い
つ
つ
な
お
も
鼓
を
打
っ
て
い
る
と…

…

。

　
　
ポ
ン
ッ
♪
　

　
　
お
お
っ
！
　

　
　
ポ
ン
ッ
♪
　

　
　
ポ
ン
ッ
♪

　
　
お
お
〜
っ
！
　

　
よ
う
や
く
美
し
い
音
色
が
〜
っ
！
　

　
サ
イ
ト
ー
、
超
カ
ン
ド
ー
で
す
！

　
久
田
先
生
に
よ
る
と
「
小
鼓
の
演
奏
に
重
要
な
の
は
湿
度
。

乾
燥
し
て
い
る
場
所
で
は
、
皮
に
息
を
吹
き
か
け
た
り
、
唾
を

つ
け
て
湿
ら
せ
て
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。
音
は
、
西
洋
音

楽
の
「
ド
」「
レ
」「
ミ
」
の
よ
う
に
、「
ポ
」「
プ
」「
チ
」「
タ
」

と
四
種
類
あ
っ
て
、
打
つ
指
の
数
や
場
所
、
紐
を
持
つ
左
手
を

握
っ
た
り
緩
め
た
り
す
る
こ
と
で
出
し
ま
す
」
と
解
説
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
小
鼓
体
験
、
か
な
り
お
す
す
め
で
す
。
ネ
ッ
ト
情
報
に
よ
る

と
、
小
鼓
教
室
は
各
地
に
あ
る
よ
う
で
す
。
久
田
先
生
も
大
阪

を
は
じ
め
各
所
に
稽
古
場
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
奈
良
は
も
ち
ろ

ん
、
台
湾
か
ら
も
稽
古
に
通
わ
れ
て
い
る
お
弟
子
さ
ん
が
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

能
楽
大
倉
流
小
鼓
方
　

      

久 

田 

陽 

春 

子  

十
六
世
宗
家
大
倉
源
次
郎
、
父
・

久
田
舜
一
郎
に
師
事
。〇
五
年
大

阪
舞
台
芸
術
新
人
賞
受
賞
。
夫
は

観
世
流
シ
テ
方 

寺
澤
幸
祐
、
長

男
・
拓
海
、
長
女
・
杏
海
も
子
方

と
し
て
舞
台
を
務
め
る
。

●
取
材
協
力
：
大
安
寺
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奈
良
発
祥
の

芸
能
『
能
楽
』

現代で使われている能舞台のしつらえは、江戸時代に確立したと
される。かつては、芝生の上や、地面に板を敷いて舞台とし、演
じたそうである。時代を経て芸術性が向上すると、為政者の庇護
を受けるようになり、能舞台のしつらえも整っていったようだ。

ナラヲヨム＿17_32ナラヲヨム＿17_33

能
楽
・
猿
楽

猿
楽
と
は
、
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら

伝
来
し
「
散
楽
」
が
発
展
し
た
も
の
。

鎌
倉
時
代
に
は
、
歌
舞
劇
と
し
て
の

「
能
」
と
、
台
詞
劇
の
「
狂
言
」
に

分
か
れ
、
室
町
時
代
に
観
阿
弥
・
世

阿
弥
父
子
が
大
成
さ
せ
た
も
の
が
、

現
代
に
伝
わ
っ
た
。

特
に
、
大
和
国
（
奈
良
県
）
の
大
和

猿
楽
四
座
が
人
気
を
得
て
、
室
町
幕

府
の
庇
護
を
受
け
、
勢
力
を
伸
ば
し

た
。
大
和
猿
楽
四
座
は
今
の
能
楽
の

各
流
儀
の
も
と
で
、
現
・
桜
井
市
を

拠
点
と
し
た
外
山
座
が
宝
生
流
、
現
・

磯
城
郡
川
西
町
を
拠
点
と
し
た
結
崎

座
が
観
世
流
、
斑
鳩
を
拠
点
と
し
た

坂
戸
座
が
金
剛
流
、
現
・
磯
城
郡
田

原
本
町
を
発
祥
と
し
た
円
満
井
座
が

金
春
流
に
受
け
継
が
れ
た
。
ち
な
み

に
「
座
」
と
は
同
業
組
合
的
な
集
団

の
こ
と
。
江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
の

式
楽
（
公
式
の
舞
踊
・
音
楽
）
と
な

り
、
明
治
以
降
「
能
楽
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
に

は
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
無
形
遺
産
」
に

宣
言
さ
れ
た
。 と

　

び

ゆ
う
ざ
き

さ
か

と

え
ん
ま
ん

い

世
阿
弥

室
町
時
代
の
能
楽
の
大
成
者
。
実
名
、観
世
三
郎
元
清
（
伝

一
三
六
三
〜
一
四
四
三
）。
猿
楽
に
音
曲
・
作
曲
面
で
改

革
を
行
い
、能
の
基
礎
を
確
立
し
た
観
阿
弥
の
子
。
自
身
、

看
板
役
者
で
あ
っ
た
が
、
数
々
の
名
作
の
作
者
で
『
風
姿

花
伝
』
な
ど
能
芸
論
書
の
著
作
者
で
も
あ
っ
た
。
六
百
年

を
経
て
風
姿
花
伝
は
普
遍
的
価
値
に
よ
り
海
外
で
も
訳
さ

れ
て
い
る
。

能
楽
の
お
囃
子

能
の
囃
子
は
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
で
演
奏
す
る
。
こ

れ
ら
の
演
者
を
囃
子
方
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
専

業
で
務
め
る
た
め
、
担
当
し
て
い
な
い
楽
器
を
演
奏
す
る

こ
と
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
室
町
時
代
に
は
大
淀
町
桧
垣

本
地
区
に
吉
野
猿
楽
の
一
つ
「
桧
垣
本
猿
楽
座
」
が
存
在

し
、
囃
子
方
に
優
れ
た
人
物
を
輩
出
し
た
こ
と
、
特
に
笛

方
、
太
鼓
方
の
芸
祖
だ
っ
た
こ
と
が
文
献
か
ら
分
か
っ
て

い
る
。

は
や
し
か
た



奈良を・愛した・人

平
城
宮
跡
の
顕
彰
と
保
存
に
生
涯
を
捧
げ
た

棚
田

た
な
　
　
　
　
だ

嘉
十
郎

か
　
　
　
じ
ゅ
う
　
　
　
ろ
う

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
八
月
十
六
日
没

一
八
六
〇（
万
延
元
）
年
五
月
二
十
一
日
（
四
月
五
日
）
生

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
平
城
宮
跡
の
保
存
運
動
に
私
財
を
投
じ
、
身
命
を
投
げ
打
っ
て
尽
力
し
た
一

人
の
人
物
が
い
た
。
そ
れ
が
棚
田
嘉
十
郎
で
あ
る
。

　
棚
田
は
、一
八
六
〇（
万
延
元
）年
に
大
和
国
添
上
郡
東
里
村
大
字
須
川（
現
奈
良
市
須
川
町
）に
生
ま
れ
、

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
高
畑
町
で
木
挽
職
を
、
そ
の
二
年
後
に
は
東
笹
鉾
町
へ
と
移
り
住
み
苗
木

商
や
植
木
職
を
営
ん
で
い
た
。
植
木
職
人
と
し
て
奈
良
公
園
で
植
樹
を
し
て
い
る
最
中
、
春
日
大
社
や
東

大
寺
へ
の
参
詣
者
か
ら
「
昔
の
都
の
跡
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
数
百
回
。
法
華
寺
を
御

所
跡
と
思
い
込
ん
で
い
た
棚
田
は
、
都
跡
村
の
住
人
と
大
極
殿
跡
を
訪
れ
る
。
農
家
の
牛
の
糞
が
う
ず
高

く
積
み
重
な
り
、
見
る
影
も
な
い
光
景
に
思
わ
ず
涙
を
流
し
た
と
い
う
。
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年

十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
時
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
千
年
以
上
、
七
八
四
（
延
暦
三
）
年
の
長
岡
京
へ
の
遷
都
の
後
、
平
城
京
跡
は

時
間
の
経
過
と
と
も
に
田
畑
と
な
り
、
都
の
面
影
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
田
地

の
下
に
埋
も
れ
た
平
城
宮
に
興
味
を
持
っ
た
の
が
、
江
戸
時
代
の
末
に
大
和
の
古
市
奉
行
所
に
勤
め
て
い

た
北
浦
定
政
で
あ
る
。
北
浦
は
測
量
調
査
を
行
い
、
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
に
『
平
城
宮
大
内
裏
跡
坪

割
之
図
』
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

　
こ
の
北
浦
の
子
息
に
宮
内
省
諸
陵
寮
守
長
を
勤
め
る
義
十
郎
と
い
う
者
が
あ
っ
た
。
棚
田
は
植
木
職
人

と
し
て
、
以
前
よ
り
義
十
郎
か
ら
御
陵
の
生
垣
の
植
樹
な
ど
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
が
、
大
極
殿
跡

か
ら
の
帰
路
た
ま
た
ま
出
く
わ
し
た
義
十
郎
か
ら
「
実
は
拙
者
の
父
定
政
が･･･

」
と
北
浦
に
よ
る
大
極

殿
跡
の
調
査
の
「
平
城
大
内
敷
地
図
」
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
る
。
後
日
、
こ
の
図
面
を
義
十
郎
か
ら
受
け

取
っ
た
棚
田
は
す
ぐ
に
一
万
枚
を
印
刷
し
、
観
光
客
ら
に
配
布
す
る
。
こ
れ
以
降
、
棚
田
は
二
十
年
以
上

に
お
よ
ぶ
平
城
宮
跡
の
顕
彰
と
保
存
運
動
へ
と
身
を
投
じ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
は
、
溝
辺
文
四
郎
ら
地
元
の
住
民
と
と
も
に
「
平
城
宮
址
保
存
会
」

を
組
織
し
、
平
城
宮
保
存
事
業
の
賛
同
を
得
る
た
め
奔
走
。
私
財
を
投
じ
た
た
め
生
活
は
窮
乏
し
て
ゆ
く

が
、
努
力
の
成
果
が
結
実
し
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
二
月
に
は
侯
爵
徳
川
頼
倫
を
会
長
と
す
る
「
奈

良
大
極
殿
址
保
存
会
」
が
設
立
す
る
。
し
か
し
、
喜
び
も
つ
か
の
間
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
三
月
、

棚
田
は
脳
充
血
で
倒
れ
入
院
、
そ
の
後
失
明
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
七
月
に
は
盟
友
で
あ
っ
た
溝
辺
が
亡
く
な
り
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
八
月
に
は
棚
田
自
身
も
保

存
事
業
の
終
局
を
見
る
こ
と
な
く
自
ら
命
を
絶
つ
。
享
年
六
十
二
歳
。
平
城
宮
跡
の
一
部
が
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
の
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

平城宮跡にたたずむ棚田嘉十郎翁像

と
く
が
わ
よ
り
み
ち

み
ぞ
べ
ぶ
ん
し
ろ
う

き
た
う
ら
さ
だ
ま
さ

文
：
松
田
憲
子
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
）
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平
城
宮
跡
保
存
の
立
役
者 

棚
田
嘉
十
郎
の
足
跡
を
た
ど
る

文
・
写
真
：
松
田
憲
子
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
）

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
平
城
宮
の
保
存
活
動

を
行
っ
た
植
木
職
人
の
棚
田
嘉
十
郎
。
今
で
こ

そ
大
極
殿
や
朱
雀
門
な
ど
の
建
物
が
復
原
さ
れ

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
平
城
宮
跡
だ
が
、
当

時
は
都
の
面
影
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
田
畑
と
化

し
て
い
た
。
彼
の
足
跡
と
、
平
城
宮
跡
の
様
子

を
資
料
と
と
も
に
振
り
返
る
。

　
本
誌
の
執
筆
の
た
め
九
月
の
あ
る
休
み
の
日
、
平

城
宮
へ
自
転
車
を
走
ら
せ
る
。
こ
の
前
後
一
週
間
は

秋
雨
前
線
の
影
響
で
長
雨
が
続
い
て
い
た
が
、
幸
い

な
こ
と
に
当
日
は
雨
も
止
ん
で
お
り
出
か
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
朝
か
ら
曇
っ
て
い
た
空
も
だ
ん
だ
ん
と

晴
れ
渡
り
風
に
乗
っ
て
鰯
雲
が
漂
い
、
ト
ン
ボ
が
群

れ
を
な
し
て
飛
ん
で
い
た
。
道
々
の
コ
ス
モ
ス
や
ザ

ク
ロ
の
実
に
秋
の
風
情
を
感
じ
つ
つ
も
、
お
昼
に
は

気
温
も
上
昇
し
汗
ば
ん
だ
身
体
は
残
暑
の
厳
し
さ
を

実
感
す
る
。

　　
平
城
宮
跡
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
場
所
で
生
活
し
て

い
る
が
、
な
か
な
か
足
を
運
ぶ
こ
と
は
な
い
。
大
極

殿
の
前
で
は
野
外
オ
ペ
ラ
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
設
営

の
真
っ
最
中
で
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
が
慌
た
だ
し
く

働
い
て
い
た
。
最
近
で
は
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
記

念
事
業
や
春
・
夏
・
秋
の
天
平
祭
、
今
年
（
二
〇
一

六
年
）
か
ら
実
施
さ
れ
た
冬
の
奈
良
大
立
山
ま
つ
り

な
ど
県
の
集
客
を
支
え
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　　
朱
雀
門
の
周
辺
に
は
工
事
用
の
柵
が
張
り
巡
ら
さ

れ
、
い
く
つ
も
の
ク
レ
ー
ン
車
が
首
を
も
た
げ
て
い

た
。
国
と
県
に
よ
っ
て
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の
公
園

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
朱
雀
門
の
南
側
は
平
城

宮
跡
歴
史
公
園
拠
点
ゾ
ー
ン
と
し
て
二
〇
一
七
（
平

成
二
十
九
）年
度
内
を
目
途
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
だ
。

工
事
現
場
の
柵
の
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
棚
田

嘉
十
郎
翁
像
。
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
像
は
彫
刻
家
江

里
敏
明
氏
に
よ
る
制
作
で
、
棚
田
嘉
十
郎
翁
・
溝
辺

文
四
郎
翁
顕
彰
会
に
よ
っ
て
一
九
九
〇（
平
成
二
）

年
に
立
て
ら
れ
た
。
像
の
向
こ
う
に
工
事
の
ク
レ
ー

ン
が
伸
び
る
。
華
や
か
で
あ
っ
た
都
跡
が
荒
廃
し
て

い
る
様
子
に
心
を
痛
め
平
城
宮
跡
の
保
存
活
動
に
私

財
を
投
じ
て
尽
力
し
た
彼
、
保
存
計
画
の
道
半
ば
で

自
ら
命
を
絶
っ
た
彼
。
当
時
と
は
様
変
わ
り
し
て
い

く
こ
の
地
に
何
を
思
う
の
だ
ろ
う
。

　　
さ
て
さ
て
、
次
へ
行
こ
う
。
本
日
の
メ
イ
ン
は
奈

良
市
高
畑
町
に
あ
る
奈
良
地
方
法
務
局
で
旧
土
地
台

帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
だ
。
平
城
宮
跡
か
ら
法
務
局
ま

で
は
直
線
距
離
約
五
㌖
の
道
の
り
。
自
転
車
の
ペ
ダ

ル
に
勢
い
よ
く
力
を
入
れ
る
。

　　

大極殿前では数日後に控えた野外オペラの設営が進む（2016 年 9 月
16 日撮影）

奈良大立山まつりの様子。大極殿前に左から増長天、広目天、多聞天、
持国天の大立山が並ぶ。（画像提供：奈良県ならの観光力向上課）

奈良市街遠望（明治 30 年頃）　　興福寺の五重塔の上から撮影されたものと思われる。中央のお堂は南円堂。左下から
斜め上に真直ぐ伸びる道は三条大路。遠望の平城宮跡は跡形もなく田園風景が広がる。（奈良大学図書館蔵）
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東笹鉾町。10 番は画像左の方

『奈良町実測全図』
（請求記号：T-2-111）
明治 23（1890）年作成の奈良町の地籍更正図。原物
は軸装されており、サイズは 150×219cm と大きい。
複製版は『日本近代都市変遷地図集成』( 柏書房 ,1988
年 ) に所収されている。画像は東笹鉾町周辺

（奈良県立図書情報館蔵）

（左）1957 年の様子。現在の佐紀交番
付近。1952 年に平城宮跡の一部が特
別史跡に指定されたが、まだまだ田園
風景が広がり、一条通りにはボンネッ
トバス、通学自転車、農業運搬用の牛
車が見える。（写真撮影：福川美佐男氏）

1964 年 12 月の発掘調査の様子。地下から奈
良時代の排水溝発見。（写真撮影：木村守男氏）

1961 年 2 月の佐紀町北側の発掘調査の様子。
遠望に若草山。1959 年からは奈良国立文化財
研究所（現 奈良文化財研究所）による継続的な
発掘調査が開始された。（写真撮影：岡田庄三氏）

本ページの画像 4 点（地
図除く）は『奈良の今昔
写真 WEB（奈良県立図
書情報館 IT サポーター
ズ）』から。

『奈良の今昔写真 WEB』
では県内の様々な時代の
風景写真を見ることがで
きる。
http://www.library.pre
f.nara.jp/supporter/na
raweb/syasinweb.html

（上）1997 年 12 月の朱雀門の様子。
大極殿や朱雀門などの建物が復元され、
平城宮跡の整備が進められている。
1998 年 12 月、平城宮跡を含む「古都
奈良の文化財」がユネスコの世界遺産
に登録された。（写真撮影：岡田庄三氏）
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棚
田
嘉
十
郎
は
一
八
六
〇（
万
延
元
）
年
四
月
五

日
に
大
和
国
添
上
郡
東
里
村
大
字
須
川
（
現
奈
良
市

須
川
町
）
に
生
ま
れ
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年

一
月
二
十
日
奈
良
市
高
畑
町
に
、
そ
の
二
年
後
に
は

東
笹
鉾
町
へ
と
移
り
住
ん
で
い
る
。
東
笹
鉾
一
〇
番

地
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
種
々
の
資
料
か
ら
か
っ

て
い
る
が
、
現
在
は
一
〇
番
地
と
い
う
番
地
自
体
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
明
治
の
地
図
で
確
認
し
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
左
地
図
）。

　
法
務
局
の
旧
土
地
台
帳
で
は
東
笹
鉾
一
〇
番
地
に

棚
田
嘉
十
郎
の
名
前
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
同
じ
東
笹
鉾
町
の
違
う
番
地
に
名
前
を
見
つ
け

た
。
一
〇
番
地
か
ら
南
に
五
十
㍍
も
離
れ
て
い
な
い

場
所
だ
。
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
三
月
十
日

に
買
い
取
り
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
七
月
十

九
日
に
売
り
払
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　　
こ
の
頃
と
い
え
ば
、
本
職
の
植
木
職
人
と
し
て
奈

良
公
園
の
改
良
の
た
め
松
・
吉
野
桜
・
楓
な
ど
の
植

え
付
け
を
行
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
初
め
て
大
極
殿

跡
を
訪
れ
た
時
期
に
も
重
な
る
。
明
治
三
十
年
以
降

の
転
居
実
態
不
明
だ
が
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
八
月
十
六
日
に
奈
良
市
大
豆
山
町
の
自
宅
で
短
刀

で
喉
を
突
い
て
自
刃
し
て
い
る
か
ら
東
笹
鉾
町
か
ら

転
住
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
た
だ
、
大
豆
山
町
の
旧
土
地
台
帳
も
調
べ
て
み
た

が
、
残
念
な
が
ら
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。



1961 年 2 月の佐紀町北側の発掘調査の様子。
遠望に若草山。1959 年からは奈良国立文化財
研究所（現 奈良文化財研究所）による継続的な
発掘調査が開始された。（写真撮影：岡田庄三氏）

東笹鉾町の通りの様子。遠望には
奈良県庁舎と興福寺五重塔が小さ
く見える。（2016 年 9 月 16 日撮
影）
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法
務
局
か
ら
の
帰
路
の
途
中
に
東
笹
鉾
町
へ
立
ち

寄
っ
て
み
る
。
な
ぜ
一
〇
番
地
か
ら
目
と
鼻
の
先
の

こ
ん
な
近
く
に
引
っ
越
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
ふ
と
後
ろ
を
振
り
返
る
。
遠
く

に
興
福
寺
の
五
重
塔
が
見
え
た
。
近
く
に
ス
ー
パ
ー

や
商
店
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
が
あ
り
、
地
元

の
人
た
ち
が
日
々
の
生
活
を
営
む
こ
の
地
で
百
数
十

年
前
に
は
彼
も
日
常
を
送
っ
て
い
た
。
家
屋
な
ど
は

建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
少
し
顔
を
覗
か

せ
て
い
る
奈
良
県
庁
舎
も
明
治
時
代
に
は
そ
の
場
所

に
な
か
っ
た
。
当
時
と
は
見
え
る
風
景
も
変
わ
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
興
福
寺
の
五
重
塔
へ
の
眼

差
し
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
が
何
と
も
感
慨
深
か
っ

た
。
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